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全
国
地
方
議
会
サ
ミ
ッ
ト

　

今
年
の
上
川
・
留
萌
管
内
女
性
議
員

研
修
会
は
東
神
楽
町
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
席
者
は
「
北
は
増
毛
、
南
は
占
冠
、

留
萌
市
、
名
寄
市
、
富
良
野
市
」
な
ど

上
川
・
留
萌
管
内
の
各
市
町
村
か
ら
多

く
の
議
員
が
集
ま
り
、
総
勢
32
名
と
な

り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
女
性
議
員
が
参

加
し
て
い
る
研
修
会
は
過
去
最
高
で
す
。

女
性
の
活
躍
に
目
を
見
張
る
ほ
ど
で
し

た
。

　

講
演
１
部
は
東
神
楽
複
合
施
設
「
は

な
の
わ
」
の
建
設
ま
で
の
経
過
、
２
部

は
ガ
ー
デ
ナ
ー
の
方
か
ら
の
講
演
で
し

た
。

　

「
東
神
楽
花
を
植
え
る
会
」
を
竹
内
町

議
が
再
立
ち
上
げ
。
町
民
募
集
に
40
名

ほ
ど
が
集
ま
り
、
複
合
施
設
前
の
花
壇

づ
く
り
や
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
が
飾
ら
れ
、
生
花
で
な
く
、
枯
れ

て
も
な
お
人
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

「
す
て
き
な
笑
顔
と
花
の
ま
ち
」
と
い

う
東
神
楽
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

体
現
さ
れ
て
い
て
素
敵
で
し
た
。

研修報告

議
会
改
革
の

　
　 

歩
み
と
現
状

　

来
年
の
女
性
議
員
研
修
会
は
苫
前
町

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
町
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
女
性
議
員
の
皆
さ
ん
に
期
待

し
、
来
年
も
参
加
し
た
い
気
持
ち
で
す
。

（
遠え

ん
ど
う藤　

ハは

る

こ

ル
子
）

女
性
議
員
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒

上
川
・
留
萌
管
内
女
性
議
員
研
修
会

　

令
和
７
年
11
月
６
日
に
上
川
管
内
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
関
東
学
院
大
学
法
学
部

地
域
創
生
学
科
教
授 

牧ま

き

せ瀬 

稔
み
の
る

氏
よ
り

「
議
会
改
革
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
現
在
も
議
会
改
革
と
い
う
言
葉
は
多

く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
改
革
の
目
的
が
曖

昧
に
な
り
、
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を
目
指
す

な
ど
形
式
的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
。
本
来
、
議
会
改
革
は
住
民
福

祉
の
増
進
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
り
、
行
政
監
視
機
能
・
政
策
立
案
機
能

の
強
化
が
目
的
で
あ
る
。」
ラ
ン
キ
ン
グ

に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
に
、
弁
護
士
の
三み

わ輪
記ふ

さ

こ子
氏
よ
り

「
最
新
裁
判
例
か
ら
見
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
傾
向
と
対
策
」
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
多
様
化
し
て
様
々

な
場
面
で
発
生
し
て
お
り
、
企
業
の
評

判
を
落
と
し
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
」
何
気
な
い

ひ
と
言
が
相
手
を
傷
付
け
て
し
ま
う
場

合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

（
谷た

に
ぐ
ち口　

雅ま
さ
ひ
ろ浩

）

研修報告
　

全
国
地
方
議
会
サ
ミ
ッ
ト
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
題
は
「
議
会
改
革
最
新
動
向
」「
Ａ

Ｉ
と
議
会
」「
主
権
者
教
育
」
な
ど
で
、

先
進
事
例
を
も
と
に
議
論
し
ま
し
た
。

　

特
に
「
議
会
改
革
と
北き

た
が
わ川

正ま
さ
や
す恭

。
足
跡

を
再
検
証
す
る
」
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
改
革
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

運
動
を
先
導
し
て
き
た
北
川
氏
は
、

１
９
９
５
年
か
ら
２
期
８
年
三
重
県
知

事
を
歴
任
、２
０
０
０
年
「
分
権
一
括
法
」

が
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
２
０
０
６
年
の

栗
山
町
議
会
の
「
議
会
基
本
条
例
」
が

歴
史
的
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
と
議
会
改
革
が
全
国
の
自
治

体
で
進
み
、
２
元
代
表
制
と
し
て
の
議

会
の
力
が
発
揮
さ
れ
て
来
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
は
地
方
分
権
改
革
が

進
ん
で
い
き
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
」

が
３
０
０
０
件
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今

は
中
央
集
権
回
帰
が
感
じ
ら
れ
バ
ッ
ク

ラ
ッ
シ
ュ
の
様
相
も
あ
る
と
北
川
氏
は

言
う
。「
新
し
い
発
想
で
新
し
い
価
値
を

見
つ
け
出
し
て
欲
し
い
」
と
次
世
代
の

議
員
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
最
終
講
義

を
終
え
ま
し
た
。

（
遠え

ん
ど
う藤　

ハは

る

こ

ル
子
）

研修報告

上
川
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

住
民
目
線
で
進
め
る

議
会
改
革
へ
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は
限
界
が
あ
る
こ
と
、
悪
天
候
時
に
は
遅

延
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
、
制
度
の
趣
旨
等

を
広
報
等
で
丁
寧
に
周
知
す
る
。

⑷
ま
と
め

　
福
祉
除
雪
は
、
高
齢
者
等
の
生
活
を
支

え
る
重
要
な
支
援
制
度
で
す
が
、
高
齢
化

の
進
行
と
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
今
後
の

継
続
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
利
用
者
、
事
業
団
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
行
政
の
間
に
生
じ
て
い
る
認
識

の
へ
だ
た
り
が
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
、
制
度
の
持
続
性
を

確
保
す
る
た
め
の
改
善
策
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
利
用
者
理
解
の
促
進
が
必
要

で
す
。

　
総
務
常
任
委
員
会
と
し
て
、
行
政
に
対

し
制
度
の
早
急
な
見
直
し
と
持
続
可
能

な
仕
組
み
づ
く
り
を
強
く
求
め
ま
す
。

(

総
務
常
任
委
員
長
　
遠え

ん
ど
う藤 

ハは

る

こ

ル
子)▲除雪ボランティア連絡会議・講習

⑴
調
査
の
経
過
と
内
容

①
比
布
町
高
齢
者
事
業
団 

聞
き
取
り
調
査

　「
福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
比
布
町
高
齢
者
事
業

団
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
理

事
長
お
よ
び
事
務
局
長
か
ら
制
度
運
用

の
実
態
や
課
題
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

②
比
布
町
保
健
福
祉
課 

聞
き
取
り
調
査

　
比
布
町
高
齢
者
事
業
団
の
調
査
を
受

け
、
事
業
担
当
で
あ
る
保
健
福
祉
課
か

ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
制
度
面

の
現
状
、
課
題
認
識
、
改
善
方
針
に
つ

い
て
回
答
を
得
ま
し
た
。

⑵
課
題
の
整
理

　
福
祉
除
雪
制
度
の
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

は
「
歩
行
す
る
場
所
の
確
保
」
か
ら
「
玄

関
前
の
広
い
除
雪
」「
屋
根
の
雪
下
ろ
し
」

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
現
行
制
度
は
こ
う
し
た
変

化
に
十
分
対
応
し
て
お
ら
ず
、
制
度
の

趣
旨
と
の
へ
だ
た
り
が
生
じ
て
い
ま
す
。

し
を
行
い
、
行
政
・
事
業
団
・
住
民
が
共

通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　⑶
委
員
会
と
し
て
の
提
言

①
制
度
の
見
直
し
を
早
期
に
検
討
す
る

こ
と

・
利
用
者
負
担
、
除
雪
幅
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
の
取
り
扱
い
な
ど
、
三
者
協
議
で
示

さ
れ
た
見
直
し
項
目
を
早
期
に
検
討
し
、

新
制
度
は
令
和
８
年
度
を
待
た
ず
、
今
年

度
、
可
能
な
部
分
か
ら
段
階
的
に
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
。

②
現
場
確
認
の
義
務
化

・
申
請
受
付
後
、
担
当
課
が
現
場
を
確
認

し
、
事
業
団
と
作
業
内
容
を
共
有
す
る
仕

組
み
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

③
担
い
手
確
保
策
を
進
め
て
い
く
こ
と

・
担
当
課
が
検
討
し
て
い
る
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
や
、
役
場
職
員
の
副
業
に

よ
る
補
助
体
制
の
検
討
、
民
間
事
業
者
と

の
協
力
と
い
っ
た
担
い
手
確
保
策
に
つ

い
て
は
、
福
祉
除
雪
の
持
続
性
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
。

④
制
度
の
趣
旨
を
住
民
に
再
周
知
す
る

こ
と

・「
除
雪
困
難
な
方
を
対
象
と
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
こ
と
、
除
雪
作
業
に

　
ま
た
、
対
象
者
の
周
知
不
足
に
よ
り
、

本
来
支
援
が
必
要
な
世
帯
以
外
に
も
利

用
が
広
が
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
事
業

団
の
負
担
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
担
い
手
で
あ
る
高
齢
者
事

業
団
の
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
将
来
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

が
危
機
的
な
状
況
で
す
。

　
社
会
情
勢
に
よ
る
燃
料
費
や
賃
金
の

高
騰
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
な

ど
、
事
業
運
営
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
屋
根
の
雪
下

ろ
し
を
行
え
な
い
こ
と
や
悪
天
候
に
よ

り
作
業
に
制
限
が
あ
る
一
方
で
、
利
用

者
か
ら
の
要
望
は
増
加
し
て
い
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
安
全
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
制
度
と
ニ
ー
ズ
の

へ
だ
た
り
、
周
知
不
足
、
担
い
手
不
足
、

安
全
上
の
制
約
、
財
政
負
担
の
増
大
と

い
っ
た
課
題
が
重
な
り
、
現
行
の
福
祉

除
雪
制
度
は
持
続
可
能
性
の
面
で
大
き

な
課
題
を
抱
え
て
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
早
急
な
制
度
見
直

調査報告

総
務
常
任
委
員
会
調
査
報
告

福
祉
除
雪
の
持
続
性
確
保
の
た
め

制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
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